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教育尖校総:fTセンタ一紀姿第21号 20J4il~ 3 JJ 

小学生版家族満足度尺度の作成

平団幹夫 e 比嘉紀枝村

The Scale of Family Satisfaction for Elementary School 
Students 

Mikio I-IIRATA. and Norie HIGN. 

本研究では.児輩の家族満足j立尺!立をイノI;J必し 信制性と妥当性を検討することを 日的とした。小学生 3

年生から 6年生までの 351名を対象に.家政満足度尺!立を笑施した。医|子分析のがi栄. JfH釈可能な 4因

子 24lJI日が抽出され， i家族満足感J，i家b民共通行動J.i家族に|刻する自己J)f.J示J.i家族からの受容感」

と解釈可能で、あった。本尺度の内的蛙合七1:を司Mべるために.Cronbach の白係数をt~:IL\した結果.日= .88 

-.76であった。この結果から. i家族満足度尺度Jの4つの下位尺!立には内的整合性があることが確認

された。また.i家族満足度得点jとフェイスシートの「家族仲良l立J及び「家放満足度」の問に有意

なrl'紅肢の圧の相闘が見られた。その結保.i家族満足度尺度jの妥当性がある松度確認された。これ

らの結栄をもとに.24項目からなる家族b日ij山立尺肢を作成した。

キーワード :小学生、家族満足度尺度

背景と目的

子どもは 家族の愛情の中で義有され家族と共

に成長していく 。青年JUJまでの成長j品位におい

て.家族との関係はきわめて?と接である。また.

子どもは親や益育者との関係を基般に対人|品l係

を広げていく 。 しかし.近年.生活環境はめま

ぐるしく変化しその変化と共に峨々な!lil組が

家族の 1-1.1 で・起こ っ ている。不公校や ~IG li'i: J邑 fす

対人 |見l係の希静化.凶悪化する少年犯~Ilなどは，

子どもだけの問題でなく， 家放全体をJlI!Jげする

必裂がある(江崎・吉田， 2000)。国民生活自宅1・(I付

-琉球大学教育午:部

• i'l'純|古|際大学:キャンパス相談室

f~l府. 2007)によると.議(}j%の存在を何よりも大

切だと思う人はWIJJII傾向にある一方で，家族が

個別に行動する|時'111]や機会が多くなり ，そのつ

ながりは弱ま っている。家族に起因する問題を

解決するためには.子どもの発達に応じた適切

な家族機能や家族満足伎を山める取り組みが必

要になってくる。

これまでも多くの研究において，子ども に及

ぼす家族の影響力について関心を払ってき たが.

そのほとんどが親.特に悶籾の子どもへの拶響

力に焦点を当てたものであり .家紋全体やその

システムに|史j心を払ったものではない(IJIj Jjji、・ 金
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以，2001)。佐々木 (1996)は.近 {I:" 家的;システ

ムの ln" ，'，(に Ji~ っ た研究が始まりつつあると述べて

いる。

それでは.家族を合めた子ども翌日Wfには， どの

ような方法があるのだろ うかο ぷ』刻々の人Ilijl見!係

の診断)i法は， Hl i ~斐 ， 制f:千 ， 'ft川kJ切らiであるが.

子どもとその家族内の人II~ I見11系を，~，\jベる|僚には .

家政という 俳l人的な情報は他人に~n られたくない

という気持ちゃ よく見せたいというポみが1:.じ

やすいことを考慮しなければならなし、。

五〈放機能をiWJる質問紙で，よく利!IJされているも

のに Olson，Splenkle & Russell( 1979)の FACES

(Family Adaptability and Cohcsion Evaluation 

Scalc)がある (IJI:j山，1993)。平川・|品;J.;;t(1993)は，

Olsonがその後改良を重ね 作成した第 3}甘えの

FACES刷を手11訳して「家族機能iWJíU~J立J を作

成した。 この!~ I立は . 家紋メンパーが]〔いにもつ

'i)'i*tt. (I(jなつながりを示す ri);E U~ 't'l: J. 家政に状況

的危機や発述的危機があったJ幼子?に.家族システ

ムの勢力行11/:iIkや役割|勾係などを変化させる能力で

ある ri也Jゐがu.r凝集性」と ri印，j:、七uの2つの

次元がうまく機能する ように促進的な働きを持つ

「コミュニケーションJの3つの次元から構成さ

表 1 家族満足度

私は自分の家族が大好きである

私は自分の家族を誇りに思っている

(一)自分がよその子どもだったらし功、と思う

私は、自分の家族にとても満足している

れている。「家紋機能iJ!lJ定尺j立Jは.対象が専門

マ:校生や大正.f:~1 ーであることから . ;I己 i'jí:に 11!!目する

火山としては. 質問内平等が~l ll U~ (I(jでわかり にくい

ため.そのまま使!I]することはできなu、。

'!iij}J;(・イi;:城 (2001)は， 小学生 ・'1'午:止の家族機能

をil!lJるために家族環境尺)止をイノ1:成 し r'l官緒的tJi

{'i J. r (illi1n'i '規範J. ri益出II'J. r社交」の4因子を

tlIJll¥した。そして目家族環境尺伎の椛成的妥当性

を吟味するために.9Jl'I 1::1からなる f家族満足度J
を作成し(去 ]).すべての項目の総得点を家族

i'Îd:j }E 1立1::・ }.~~とした。 家b矢j'I\l.j )lJ立 1U.'.I，(と弁項 u得点

との十1I1刈係数は..75 -.44であったので，家族

環境の 41kl子を説明変数としヴd日IHu分析を行っ

た。そのがi月4.校粧の追いにかかわらず r'l古緒的

結介Jが家政満足度得点とイI立に刈ぃjEの相関を

示すことが不峻された。 しかし「家族満足l立j

のm!l数が9Jj'j目と少なく ，1， t~<<ittや妥当性の検

討もー|分に行われていなかった。

そこで¥本研究では.1'，'': 111 ' 1川北 (1993)と前原-

0.械(2001)を参考に，小学生を対象にした新たな

家紋il~j).心主尺 !立を作成 し . その1， d<<ittと妥当性を

検討することと.家族満足肢に性-if:ゃ学年差があ

るかどうかの検討を行った。

(一)私はときどき、 自分の家に帰 りたくないと思 う

私は大人になったら今のような家族をつくりたい

(一)私は、 他の人に自分の家族のことを知られたくないと思う

(一)私には、家族のことで悩んでいることがある

相、は、家族と一緒にいると 、とても気持ちが落ち治く

(一)逆転項 目

方法

調査対象 :0り1Lの公立 A小ワ校にイ1:話する 3年

生 (76;('，)， 4年生 (115名). 5 1，ド ~L (66名)• 

6 :'1:. ~ ドー (75 ;('， ) の7i十351~， ( リ}-(-168;('" -1;..・子

183;('， )が対象であった。なお.分析の|祭には.

記入ihtl~ しや記入ミスのある回答を除いたものをm

いた。

調査時期 ，誠子tは.平成 20:'1: 7 nから 10月の

II:Jで‘実施した。

質問紙の内容 平|引 同企 (1993)の 「家族機能

測定J~ I主」と Ijíj原 ・ 金城 (2001 ) の家族満足度 9 項

"を参与ーに. 小学生を対象にした新たな家族満足

)文尺litを作!必 した。
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家族満足度).cI立は.会 25.lJi 1=1から構成 され.

すべて「まったく ~ないJ(1 .'.'.( )から「とても ~

であるJ(4点 )までの 41'1ー法で作成された。

信頼性の検討は.家族fi:!.jJi度目川紙を笑施後.

凶チ分析を行い.各閃了に対してクロンパックの

a係数を1下山することとした。

妥-!.!'ttt検討のために 「家族の '("' 1~1立 J をìJ!IJ定

する I項口と「家族に対するI!:l.jJlJ立Jを測定する

l 瓜 H を設定した。 家紋il~ì)~J立)\!.I立得点が高けれ

ば.r家族の仲良しj主Jと「家政に対する満足度j

も171くなると考えられる。そこで，家族満足度尺

院の妥当性検討のための「家族の f'Jl1~1立」と「家

肢に対する満足!立jは.どららも「まったく~な

いJ(1点 )から「とても ~であるJ(9点 )までの

91*法で'11]1答させた。

手続き

フェースシートでは，':.;t:イ|二 ・キ|し氏名.性別及

び家族f'l'良l立(91!1:法). 家政[1日:ì)~J立 (9 f!1・法)につ

いての回符を求めた。*脱出:jJiI立尺度は全 25JJI 

1::1で全て41!1:怯で問符させた。調査結果をフィー

ドパックすることを {ζえ • fWf.が得られたクラス

のみ.担任による集トJI-1t尖胞を行ったo fJ~J1fの

l僚には担任が各白川J1i11読み上げ.児li1:が回答を

行った。

結果

家族満足度尺度の分析

被験者 351名のうち.19~，の欠削データを削

除し分析可能な 332r，(リJ7・159:("女子 173r，) 

の1"1符をもとに分析を行った (半均 80.81.SD 

12.91)0 ~;..:il三，]IJ .リJ-~ぐりIJ 度数|付訳及び平均1i![や椋

il"fl，，¥廷は.表 2のとおりであった。

表 2学年別・男女別度数内訳及び平均値・標準偏差

他JlIJ

男 女 合計平均1政 際準偏差

3年生 33 43 76 84.87 12.74 

4年生 63 52 115 81.93 12.40 

5年生 28 38 66 81.20 11.21 

6年生 35 40 75 74.64 13.27 

合計 159 173 332 80.81 12.91 

次に家族Ì!日:ìJ~1立尺j支の全 25 lJi 11に対して12>1子分

析(ミi-:I正IT法. プロマックスInl!1伝)を行った。そ

のがi月と|占|イi怖 i以上のl.!slチ が4つ認められた。

さらに1)，1子t!初日 40以下の 1fJ'[ 1::1 (18)をi'ilJI徐

して 111皮肉子分析 を行った。その結保，解釈IIJ能

な41主|子24J}'( 1三|が1111，':1:¥された(衣 3)。

出 11'，1子に含ま れていた 7羽 目は.r荘、は，今

の家紋の子どもでよかったJ(.78). r夜、は大人に

なったら今のような家族をつくりたいJ(.75)など

の明日から情成されており .現化の家族に対する

il~:U~J.立の内科の項口がJ;iいれ術訟を示していた。

そこで「家族満足感J1主|守と命名した。

抗21主|子に含まれていた 8JJlI=Jは 「私は家肢

と-*11にでかけることが楽しいJ(.80). r夜、の家

Jj~は . みんなでー絡に何かをするこ とが肝き J (.70) 

などの1"finから構成されており. 家政みんなで一

緒にや'Jかをやるという内容の.lJ'i11が1111いれ術九t:を

ぶしていた。そこで. r家族共j並行動J]:1，1子ーと命

名した。

第 31重|了ーに合まれていた 51ti11は. rJi、は，他

の人に 1'1分の家族のことをJlfiしたし、J(.61). r彩、は.
家族に11っていることを言えるJ(.55)などの]良白

から榊成されており .家』族久に|似見刻lけ1す-るIJ川;月別:'J万示4という内

平作千のj瓜IJ!1日lカがt吋v巾Ir計2うい:

』必紋1矢d“に|似附弘刈lする |長自よ主l己I!凶j刻H示J1仏悶主羽ト-チ「と命4ギピ1した。

第 41"1子に含まれていた 4項目は「私は 家族

のことで悩んでいないJ(.62)や 「ぷの家族は，私

のJA-をIHlいてくれるJ(.55)などの瓜11から椛成さ

れており.家族からの受容に|見!する|人j行の項目が

l iiJ い_í.:t 1~:i)，(を示していた。 そこで， r家族からの

受'tf!必J181子と命名した。

i正!子分析により 11111JJされた 24.lJi 11を家紋満足

)主)'(J立とし その合計制点を家紋il~j).l.J;(t)¥!. J;(t得点

とした。

尺度の信頼性

「米政i前.tt.J.立尺度Jの|人j的核令'1主を検討するた

め， r家政ii~j)~皮尺度」のそれぞれの下位)<(_J立に

ついて.Cronbachの日係数を;Jとめた。その結栄，

~} 11tl子「家族満足感」で日=.88.節 21主|子「家

政共通行動」で 白 =.88，出 :31)，1了ー 「家政にi具lす

る|土|己IJf.J示」で a= .76，部4灰|子「家族からの
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受待感」で 日= .76 であっ た ( 表 3)。 このがf :!f~か ら . 合性があることが確認さ れた。

「家族満足度尺J立」の 4つの |ご位尺J!rにはI}'J的終

表3 ~巨依拠足l変質111]紙の因子分析結果 (主凶子t缶、プロマックス回転) N=332 

J((rI内j作 1'1 ド2 F3 1"'4共通t't

家族満足感:7項目(a=.88) 

3 ll.l::t、今家族の子どもでよかったと・・・担、う .78 ー10 06 09 .63 

6在、l北大人になったら、今のような・ぷ肢を11'りたし、と....IJ.F 7;; -.09 .11 03 .;;9 

1 fJ.、l士、!'I分の家族が・・.~(.き .62 19 10 一.11 .;;9 

4 ，f1.1士、n分の家族に."i，l!j.lLしてL、る .58 19 .00 0:3 .fJ7 

10 ，f1，、は、家族から人:'Jrにされていると・・・思う .58 -.06 一.01 39 .60 

5布、は、1I分の家にMりたくなし、と・・・思わない .'16 ー.02 -.06 26 ~6 

9 ，[1.1立、米政とー紛にいると、気持ちが・・・務ちおく .'15 29 ー，16 14 51 

家族共通行動:8項目 (α=.88)

14夜、l士、家族とtnかけることは・・・楽しい .03 .80 03 -.08 .62 

19 lLの家政は、 みんなで ' ~IHこ (111かをすることが .. . 9{き ー.08 70 .07 05 5:i 

15 f.ムは、 家政とー絡に食。)1:をすることが・・・楽しし、 .12 61 03 05 .58 

13 ~子、 l士 、 家政路 'fr.にテレビを>~ることが ・・・ 米ーしい .19 .57 19 .15 53 

21 ll，、の家紋は{本みの11に ー紡に111かけることが・・・ある -.05 .56 ，10 -.0'1 32 

20 .!i.i主とし、すよりも家政でしゅほうが・・・滋ちおく .35 '13 05 -.02 ;;5 

22 fJ，、の米政は(111かを決めるとき相談することが・・・ある 06 .42 27 14 50 

23 fJ，、の'ぷ肢はまとまっていると・・・思う 12 .'11 81 19 .'15 

家族に関する自己開示 5項目 {α=.76)

7 .f'1，は、 他の人に、自分の家政のことを・・・ぶしたい .23 .10 ，61 ー.20 54 

12布、は、通<hXIこ思っていることを・・・パえる I ~ .14 .55 47 5'1 

16布、は、家紋にγ・校であったことを・・・1Mす 07 .05 ，53 .06 41 

2 .f'1.I';!、 n分の~hXを " '1' 1 1妓できる .42 .06 51 ー，12 .51 

17 fJ，1立、悩みを家族に相設することが・・・ある .10 .09 51 03 28 

家族からの受容感:4項目 (α=.76)

8 ，W立、家自主のことで・・・悩んでいない .22 .03 19 .62 '13 

25ねの家朕は、平Lの訴を・・・Ilflし、てくれる 。。 .12 .13 55 .;;0 

11 ，f1.‘は、オアからほめられることが・・・ある 。。 .05 28 64 47 

24 fj，1こうれしいことがあったときに、家政は.. . ~I{.ぶ 02 .28 08 46 目。
仏I(J:lHIII~) ドI::，.j(以満足感 .74 55 

ド2'';絞め;共通行 ~ø) 59 66 

F3家族にl則する1'1己開示 50 

ド4己主hXからの受手判長

因子間相関 3)。
閃子1m相関係数は， r家紋満足感J と I ~Oj)~~t j並

行rroJJは r= .74， r家政満足感Jと 「家紋H州民lす

る自己1m示Jは r= .55. r家族満足感」 と「家族

か らの受容!荏Jは r= .57，1家族共通行動」と「家

族に|県!する自己I!fJ示jは r= .59. r家族共通1):!li1JJ 
と「家族からの受行!品」は r= .66. 1家政に|射す

る自己開示Jと 「家族からの受容感Jは r= .50 

となり ，中程度か ら I~';j し、止の相関がみられた ( 表

つまり .l'今の家族の子どもで よかった」なと の

家族に対して制比!惑を持 っている児j'i'cは，r私は

家族と 11.1¥かけ'る ことは楽 しい」などの家族で行動

を共に したり .r夜、は他の人に家』長のことを話し

たいJなどの家族に関する向己|訓示を したり .1私
の家族は.在、の訴を聞いて くれるJなどの家族か

ら受容されている傾向にあると考えられる。また，

「私は家族と 1'1'，かけることは楽 しい」な どの家族
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で行動を共にしている山設は.1私は他の人に家

族のことを話したい」などの家族に1111する自己111，1

示を した り.1私の家肢は.在、の話を聞いてくれる」

などの家族から受容されている傾向にある。さら

に，1夜、は他の人に家紋のことを話したいjなど

の家族に|刻する白己iJH示ができる児童は. 1私の

家族は 夜、の話をIllllt、てくれるJなどの家族から

受容されている傾向にあると考えられる。

妥当性の検討

次に妥当性検討のため.家族満足度尺度緋点と

フェースシー トの家政{1HZ!.度及び家族満足度との

ピアソンの知率相IlIJ係数を鉱山した。すべての利

点聞において 1%水地で有志:な中程度の正のキ1:1闘

がみられた (表4)。この結栄から.家族満足1立-尺

!立の妥当性はある程度確認された。

学年と性別による家族満足度得点の関連

次に学年と性別によ って家族i'l日j足度尺度得点に

廷があるか検討するため 2 要因分'iI~分析を行っ

たところ.学年の要因に有12差がみられた (F(l，

324)=23.02， p < .001)(表 4)。そこで.多量比較

検定を行ったところ，3年生は 5年生及び6年

生に.4 i，~生は 6 年生に ， 5年五.1:.は6年生にそれ

ぞれ O.l%水準で家紋満足J~).ç_ J~符点が有意に高

かった。 また.性別の要因にも布}~':差がみられ

た(1司3，324)=11.09， p < .001)。ム-子の平均値は

リj子の平均値よりも 0.1%7)<i¥l¥で有ー立に11jかった。

学年と性別の交互作用は有~I'}:差がみられなかった

(F(3. 324)=1.06. n.5.)(表 5)。

表4 家族満足度得点と仲良度 ・家族満足度との相関係数

家族仲良度 家践満足度 家族満足度得点

家族仲良度

家族満足度

家族満足度得点

本牢 p<.01 

表 5 家族満足度質問紙に関する学年 ・性別の2要因分散分析

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

学年 3305.27 3 1101. 76 11. 09 .00 

性別 2288.22 2288. 22 23. 02 .00 

学年*性別 316.43 3 105.48 1. 06 .37 

誤差 324 99.40 

表6 性別と学年における2要因分散分析結果及び平均及び標準偏差

学年
男子 女子

学年主WJ:W: 性別主効果交互作用
平均 SD N 平均 SD N 

3年 69.91 12.47 33 73.09 8.25 43 3{f:.>5年

4年 66.73 10.45 63 72.6 8. 89 52 3年>6年

5年 66.11 10.04 28 70. 11 8.86 38 4年>6年
女子>男子

n. s. ネ本*

6年 58.43 9.96 35 67.00 10.83 40 5f，三>6生手

合計 65.45 1 J. 34 159 70.88 9.45 173 **申

*** pく.001

考 察 行動J. 1家肢に|却する，g，己IJH示J. 1家族からの受

谷!盛」の 4悶子でWil記され.日=.76-.88となり.

家族満足度尺j立は.1家族満足度J. 1家族共通 尺度の信頼性が隊認された。また.家族満足度尺

-153 -



l主利点と家Jj)~('1' U. J主及び家Jj~i，~ìJ{J立との IIIJ に 1%

水準で有芯:な 1j'，f:;rlJ立の正の十111仰がみられたこと か

ら.家族別:i)I!.J!.t )'( J~の妥当性はある税f!，t{i'(H;i!，!，され

たと考えられる。

学年と性労IJによって家族i出:i){J主得点にだがある

かを検討したところ， '-1~ :fj: と'l'UJIJのいずれにおい

ても 有)~: なれ}; .I.':I:ぷがみられ ( 1<.5). 女子のブ7がリj

-f-に比べて家朕i，il.iJt J!t i~/， .1.¥がifJjいことが;沼められ

た。この結栄から 学年を!Inわず女子の方がリj了・

に比べて家庭で!日f心地よく 過ごし . 家族との 'Ijn~'

的なつながりが強いことが考えられる。多A:比I1皮

検定の結果.年:il:.IIIJでは 3{ド'1'.は 5.{r~I'.及び 6 年

'1:.より .4if件.は 6年生t.より.5 {I:~t.は 6 ij"'.!J:.より .

家族満足度l~;:.'.1.(がそれぞれ布立に高かった。この

が;決から.ザ:.:il:.が上がるにつれて家族満足度1:1点

が |、ーがる(iJ'iliIJ;1)(あることが1見えた。これはア:年

が上がるにつれて 人間関係のif(}.I~が家政|見l係か

ら友人関係へと移行していることを示峻している

と与え られる。

lにどもが起こす学校でのt.佐々 な不適J;i:.;1illilJは.

~;!:校だけでなく家出の r::]題に起 |刈する場介もあ

る。rどもの不i由応行動が家l立に起閃するJ品fTは.

，・7.級担任等が初JUJの段階でJ巴111¥することがlj)H:し

く.|!リ題が深刻化 して始めてわかるという場介も

少なくない。それは.子どもが家庭の内ltlFJ1怖を

長11 ら れたくないという ~ô~識が働くからである 。 し

かし不適応行lWJを起こしている rどもへの対応

においては.家出と'ア:校の連携がiF:攻ーである。そ

こで. 了ーどもが年:級で楽しく過ごすためには. 山

則的に家族満足度尺肢を実施し • rどもの笑態を

把1/i¥し1'1JWJ段|併で了ーどもに得り iぶった対応をす

ることが必要である。
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